
表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。
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討
論
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成

賛
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令
和
6
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
3
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

し
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
4
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
市
長
が
施
政
方
針
で
掲
げ
る
、

３
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
意
見

を
述
べ
る
。「
育
て
る
」の
、産
後
ケ

ア
の
充
実
で
は
、従
来
の
訪
問
型

に
加
え
、母
子
の
宿
泊
型
、デ
イ
サ

ー
ビ
ス
型
の
支
援
の
実
施
に
よ

り
、
保
護
者
に
安
心
し
て
制
度
を

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
周
知

し
、
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
制
度
充
実
に
期
待
す
る
。

「
稼
ぐ
」の
、
デ
ザ
イ
ン
力
を
活
用

し
た
新
商
品
開
発
等
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
支
援
は
、
魅
力
的
な
商
品

の
製
作
と
既
存
製
品
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
市
内
消
費
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を
期
待
す

る
。光
綾
公
園
は
、南
側
の
整
備
を

着
実
に
進
め
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

は
、
有
料
化
自
体
の
再
検
討
も
必

要
と
考
え
る
。
道
の
駅
整
備
は
、
関

係
団
体
と
し
っ
か
り
調
整
し
、地

域
振
興
に
係
る
事
業
を
見
極
め
た

上
で
必
要
な
施
設
規
模
を
決
定

し
、
事
業
の
生
産
性
を
持
続
的
に

確
保
す
る
管
理
体
制
を
目
指
す
た

め
、経
営
的
側
面
を
含
め
、収
益
を

見
込
む
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
検

討
を
望
む
。「
支
え
る
」で
は
、市
内

住
宅
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
実
現

に
向
け
て
、新
築
、大
規
模
修
繕
の

際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
ゼ
ロ
以

下
に
す
る
家（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
）に
係
る
費

用
を
補
助
す
る
こ
と
は
、
市
民
の

脱
炭
素
化
へ
の
行
動
の
後
押
し
と

な
り
、
温
暖
化
防
止
へ
向
け
て
の

行
動
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、経
済

性
、効
率
性
、有
効
性
を
見
据
え
、

各
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

を
期
待
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
志
政
あ
や
せ
）

●
令
和
６
年
度
予
算
は
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ

の
取
り
組
み
な
ど
、
将
来
を
見
据

え
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
目

指
し
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。

基
本
方
針
の「
育
て
る
」の
不
登
校

及
び
不
登
校
傾
向
の
児
童
・
生
徒

へ
の
支
援
で
は
、
教
員
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
、
不
登
校
支
援
員
の

全
校
配
置
や
校
内
教
育
支
援
教
室

の
整
備
な
ど
、
子
ど
も
の
課
題
に

寄
り
添
う
支
援
と
考
え
る
。
不
登

校
の
き
っ
か
け
と
な
る
勉
強
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
課
題
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
教
材
の
導
入

な
ど
、
丁
寧
な
対
応
を
期
待
す

る
。「
稼
ぐ
」の
デ
ザ
イ
ン
力
を
活

用
し
た
新
商
品
開
発
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
支
援
で
は
、
観
光
事
業
を

盛
り
上
げ
る
商
品
開
発
の
た
め
、

予
算
以
上
の
効
果
が
出
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
期
待
す
る
。
道
の
駅

の
整
備
で
は
、
導
入
施
設
を
検
討

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
、
市

民
の
期
待
に
応
え
る
道
の
駅
の
整

備
を
要
望
す
る
。「
支
え
る
」
の
防

災
の
各
種
計
画
の
整
備
で
は
、
策

定
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、大
規
模
災
害
へ
備
え
る
た
め
、

現
状
に
合
っ
た
計
画
の
整
備
を
着

実
に
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。
資

源
物
収
集
所
運
用
委
託
事
業
は
、

会　計　名 令和 6年度
対前年度比

増減額 増減率
一 般 会 計 323億4,000万円 6億1,000万円 1.9％
特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 83億7,500万円 △2億7,800万円 △3.2％
介 護 保 険 事 業 69億4,700万円 6億2,100万円 9.8％
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 16億4,500万円 1億2,900万円 8.5％

小　　　計 169億6,700万円 4億7,200万円 2.9％

令和6年度各会計の予算規模

表中の△はマイナスを表しています。

一般会計予算歳入・歳出の状況

高
く
評
価
す
る
が
、ご
み
の
片
づ
け

な
ど
を
見
回
る
必
要
性
を
感
じ
る

た
め
、
地
域
で
ト
ラ
ブ
ル
と
な
ら

な
い
よ
う
業
務
を
遂
行
す
る
よ
う

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

●
市
長
は
施
政
方
針
で
、「
先
見
」

「
先
進
」の
２
つ
の
意
味
を
込
め
た

「
先
」と
い
う
言
葉
を
念
頭
に
、
本

市
の
未
来
を
見
据
え
た
施
策
を
進

め
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。
貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
の
取
り

組
み
は
、
生
活
困
窮
世
帯
や
ひ
と

り
親
家
庭
に
対
す
る
補
助
や
助
成

に
よ
り
、
経
済
的
に
支
援
を
必
要

と
す
る
世
帯
の
異
な
る
年
齢
層
の

子
ど
も
た
ち
に
、重
層
的
、継
続
的

に
支
援
を
行
う
こ
と
で
綾
瀬
の
子

ど
も
た
ち
が
未
来
に
希
望
を
持
て

る
よ
う
、
必
要
な
支
援
の
実
施
を

望
む
。
地
域
産
業
の
活
性
化
に
関

す
る
取
り
組
み
は
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
魅
力
を
備
え
た
商
品
や
店
舗

を
増
や
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
経

営
を
行
う
企
業
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
専
門
家
か
ら
の
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
伴
奏
型
支
援

や
、
魅
力
あ
る
店
舗
へ
の
改
装
費

用
の
助
成
に
よ
り
、
ト
レ
ン
ド
に

沿
っ
た
方
向
へ
と
本
市
の
事
業
者

を
導
き
、
今
後
の
市
内
産
業
の
発

展
を
見
据
え
た
も
の
と
評
価
す

る
。
市
民
の
健
康
に
関
す
る
取
り

組
み
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
一
部
助
成
制
度
を
整
え

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。
事
業

周
知
と
接
種
促
進
を
図
る
こ
と
を

望
む
。
行
政
に
求
め
ら
れ
る
需
要

が
年
々
多
様
化
、
複
雑
化
す
る

中
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
今
必
要
な
施
策
を
考
え

て
編
成
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
い

ず
れ
の
事
業
も
本
市
の
未
来
に
向

け
た
投
資
と
し
て
、
持
続
可
能
な

成
長
、
発
展
に
結
び
つ
く
も
の
と

期
待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
公
明
党
）

公 営 企 業 会 計 令和 6年度
対前年度比

増減額 増減率
収 益 的 収 入 28億1,071万円 5,916万円 2.2％
収 益 的 支 出 24億6,079万円 9,847万円 4.2％
資 本 的 収 入 4億3,186万円 △19億1,945万円 △81.6％
資 本 的 支 出 12億2,072万円 △19億2,715万円 △61.2％

市税　
（市に納められる税金）
130億8,873万円

扶助費
（生活保護費、児童手当など）
87億4,610万円

人件費（職員の給料など）
61億3,656万円

物件費
（光熱水費、消耗品費、通信運搬費など）
57億7,726万円

補助費等
（一部事務組合などに対する負担金など）
37億60万円

交付金など
（国税などから市に交付される
お金など）
51億8,603万円
内訳
・地方消費税交付金� 20億6,000万円
・地方交付税� 20億2,000万円
・地方特例交付金� 5億 600万円
・法人事業税交付金� 2億　　　円
・地方譲与税� 1億6,754万円
・その他の交付金など� 2億3,249万円

県支出金（県からの補助金など）
22億8,908万円

繰入金（国庫支出金を積み立てた基金から繰り入れるお金）
2億7,500万円

国有提供施設等所在市町村助成交付金等
12億4,400万円

繰越金
（前年度からの繰越）
6億円

寄附金　５億3,569万円

歳 入 歳 出

国庫支出金（国からの補助金など）
58億9,319万円

普通建設事業費
（公共工事に係る建設費など）
30億9,855万円

繰出金
（特別会計予算への繰出金）
23億9,744万円

公債費
（市が事業を行った際の借入の返済）
17億7,395万円

積立金（基金への積立金）
4億1,848万円

市債（市が事業を行うための借入）
18億9,200万円

その他　13億3,628万円　
・諸収入	 　　　　　 5億　873万円
・繰入金	 　　　　　 4億　199万円
・分担金及び負担金　１億6,781万円
・使用料及び手数料　1億4,172万円
・財産収入　　　　　1億1,603万円

内訳

自
主
財
源

市
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る
お
金

依
存
財
源

国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り

借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金

16.0％16.0％

18.2％18.2％
4.1％4.1％

1.7％1.7％
1.8％1.8％

40.5％40.5％

7.1％7.1％

5.9％5.9％
3.8％3.8％

0.9％0.9％

17.9％17.9％

11.4％11.4％

19.0％19.0％

9.6％9.6％

7.4％7.4％

5.5％5.5％

1.3％1.3％

その他　2億9,106万円
内訳

27.0％27.0％

0.9％0.9％

維持補修費� 2億 861万円
予備費� 5,000万円
貸付金� 3,076万円
投資及び出資金� 169万円

・
・
・
・

令和 6年（2024年） 5 月 第203号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 2）


